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プラスチック汚染について 

2022 年３月の第５回国連環境総会再開セッション

において、「プラスチック汚染を終わらせる：法的拘束

力のある国際約束に向けて」が採択されました。そこ

で共有されたことは、 

□プラスチックの有用性を認識しつつ、海洋を含む環

境におけるプラスチック汚染が地球規模の喫緊の課

題であること 

□世界規模での効果的で進歩的な行動の促進が喫

緊に必要であること 

□プラスチック汚染は越境性を有しており海洋環境及

びその他環境での対策が必要なこと 

そして、政府間交渉委員会（Intergovernmental  

Negotiating Committee「INC」）を設置し、2022 年 11

月から 2024 年末までに５回開催して国際文書（条約）

の策定に係る作業の完了を目指すことにしました。 

INC では、国際文書（条約）の目的の特定やプラス

チックの持続可能な生産と消費の促進（製品設計、環

境上適正な廃棄物管理等を含む）、海洋環境における

プラスチック汚染の削減のための国内外の協調的取

組の促進、国別行動計画の策定・実施・更新等につい

て検討を行っています。 

①2022.11 ウルグアイ  ②2023. 5 フランス 

③2023.11 ケニア    ④2024. 4 カナダ 

⑤2024.11 韓国 

５回目の韓国を会場とした INC では、ＥＵ等がプラ

スチックの生産量を規制する必要があると主張する

一方、プラスチックの原料となる石油を産出する産油

国などは規制に反対し、意見の隔たりを埋められない

まま合意が見送られ、作業は完了できませんでした。 

2025 年８月に、６回目の会合が約 180 の国と地域の

代表者が参加してスイスで行われましたが、合意は見

送られました。 

合意に至らない最大の焦点は、プラスチックの生産

量の規制です。 

環境保護への意識が高いＥＵや、漂着ごみの被害を

受ける太平洋の島しょ国などは規制を設ける必要性

を主張し、導入にこだわりました。 

これに対し、産油国のサウジアラビアやロシアなど

は、プラスチックの主原料である原油の輸出減を恐れ

たためか反対を貫き、反発を続けています。加えて、

米トランプ政権も産油国を後押しています。 

 世界中の国が加わる環境関連の条約策定は「全会一

致」が原則です。各国の利害が大きく異なる中、どの

ように合意をつくっていくかが課題となっています。 

世界のプラスチック生産量は、2019 年時点で年４億

6000 万ﾄﾝに上ります。その８割近くが廃棄され、2200

万ﾄﾝが海や川などに流出したと推計されています。 

 細かく砕けたプラスチックが、魚介類を通じて人体

に取り込まれる健康被害への懸念もあります。プラス

チックの使用量は、2060 年までに現在の３倍に増える

見通しで、自然界で分解されないプラスチックごみに

よる汚染は、国境を越えて拡大しています。環境を守

るためには、各国が協調して対策に取り組むことが欠

かせません。 

 日本は世界有数のプラスチック消費国で、漂着ごみ

の被害も受けています。条約策定に果たすべき役割と

責任も大きいのでないかと思います。対策が遅れれ

ば、その間に環境汚染は拡大を続け、その影響を将来

にまで及ぼすことになるからです。 

今回のスイスでの会合で、日本政府は各国の調整に

奔走し、議長や一部の参加国から、日本が合意の形成

に向けて尽力したと評価する声も聞かれたとのこと

です。 

* 

 こうした議論が今後も継続して行われることにな

っていますが、各国の思いや考えも踏まえて、「全会一

致」で条約を策定するために、あなただったらどんな

ことがポイントになると思いますか。 
 



 今年の日本の７月の平均気温は、過去最高だった昨

年を大きく上回りました。そして３年連続で記録を塗

り替えています。また、雨が例年よりも降らなかった

ことから稲が育たなかったり、野菜の収穫に影響が出

たり、動物も熱中症にかかり、玉子が小粒になったり

しています。８月６日からの各地の大雨により、青森、

秋田、富山、石川、山口、福岡、長崎、熊本、大分、

鹿児島の１０県で被害が発生しています。 

 

「日本の気候変動 2025」は、「日本の気候変動 2020」

の後継として 2025 年３月に公表されました。 

【参考】https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html 

 その中の、「路道府県別リーフレット」を参考に紹介

します。 

＜ 東 京 都 の 気 候 変 動 ＞ 

21 世紀末の予測：将来の世界平均気温が、工業化以前

(1850～1900 年の平均)と比べて何度上昇するかで想

定されるシナリオに基づく予測 

２℃上昇 
シナリオ 

パリ協定の 2℃目標が達成された世界 

４℃上昇 
シナリオ 

追加的な緩和策を取らなかった世界 

【気温の上昇】21 世紀末の予測 

 ２℃上昇 ４℃上昇 

平均気温 １．４℃上昇 ４．３℃上昇 

年間猛暑日 約 ８日 約３０日 

年間熱帯夜 約２１日 約６２日 

 

 

 

 

 

 

 

【雨の降り方の極端化】21 世紀末の予測 

年間での状況 ２℃上昇 ４℃上昇 

1 時間降水量 50mm 以上 約 1.9 倍 約 3.5 倍 

雨の降らない日 約 ４日 約１０日 

傘はまったく役に立たなくなるような降り方で、土

砂災害や渇水等のリスクが増加するとされています。 

【海面水温の上昇】21 世紀末の予測 

 ２℃上昇 ４℃上昇 

年間平均の海面水温 
約 0.97℃、 

上昇 

約 2.88℃、 

上昇 

【台風強度の増大】21 世紀末の予測 

日本付近の台風強度 強まる 

台風に伴う降水量 増 加 

※台風強度については、温暖化に伴う台風の変化を解 

析した様々な研究結果に基づいています。 

 

＜ お   願   い ＞ 

「深川っ子運動会」のボランティア募集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 学校に掲示しているチラシのＱＲコードから申し込んで 

ください。 

※ 保護者の承諾が必要となります ！ 

  

 猛暑日 熱帯夜 

2021年  ２日 １９日 

2022年 １６日 ２７日 

2023年 ２２日 ５７日 

2024年 ２０日 ４７日 

過去４年間の東京の状況 


